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人
力
車
が
客
待
ち
顔
に
並
ら

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
つ
た
、

日
の
丸
の
旗
に
駅
頭
が
埋
め

ら
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
、戦

い
に
敗
れ
た
兵
士
が
汚
れ
た

戎
衣
に
つ
か
れ
切
つ
た
身
体

を
包
ん
で
、続
々
と
降
り
て

き
た
と
き
も
あ
つ
た
、何
時

の
間
に
か
二
十
六
万
の
人
を

足
立
区
に
吐
き
出
し
定
着
さ

せ
た
駅
は
、世
智
辛
い
人
の

世
の
師
走
を
、か
つ
て
の
赤
襷

に
し
た
よ
う
な
無
表
情
さ

で
み
つ
め
て
い
る
。

(
藤
見
光
雄
氏
撮
影
)
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区
営
共
同
作
業
所

い
よ
い
よ
作
業
開
始

失
業
者
の
救
済
事
業
の
一
環
と
し

て
設
置
を
急
い
で
い
た
足
立
区
営

共
同
作
業
所
は
こ
の
程
受
入
態
勢

が
整
つ
た
の
で
十
一
月
三
日
か
ら

い
よ
い
よ
作
業
員
の
募
業
を
開
始

し
た
。

こ
の
作
業
所
は
現
に
失
業
し
て
い

る
人
々
を
銓
衡
の
上
適
当
と
認
め

ら
れ
る
者
を
就
労
せ
し
む
る
も
の

で
生
活
の
安
定
自
立
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
。

作
業
員
を
希
望
す
る
方
は
左
の
こ

と
を
御
承
知
の
上
足
立
公
共
職
業

安
定
所
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

●
作
業
内
容

竹
・
籐
材
料
に
よ
る
手

工
芸
品
製
作
(
竹
・
籐

細
工
)

●
作
業
時
間

自
　
午
前
八
時

至
　
午
后
五
時

(
休
憩
は
一
時
間
十
五
分
)

●
定
員

男
子
十
五
名

女
子
十
五
名

●
年
令
別

十
八
オ
-
約
五
十
才

●
休
日

毎
日
曜
日

●
見
習
期
間

十
五
日
間
を
見
習
期
間

と
し
日
給
八
十
円
を
支

給
す
る

以
後
は
出
来
高
払
と
す

る
も
各
人
の
能
力
に
応

じ
、日
給
制
を
と
る

各
種
の
条
件
に
該
当
し

な
く
て
も
手
先
の
器
用

且
つ
健
康
な
者
で
足
立

区
在
住
者
に
限
る

小

宮

直

太

郎

氏

選
挙
管
理
委
員
長
に
就
任

-
名
簿
に
対
す
る
修
正
異
議
申
立
の
審
議
を
終
る
-

田
中
委
員
長
が
都
合
に
よ
り
委

員
長
の
職
を
辞
し
た
の
で
、
十
二

月
一
日
開
会
の
区
選
挙
管
理
委
員

会
は
、
こ
れ
を
承
認
し
後
任
委
員
長

の
互
選
を
行
つ
た
結
果
、
小
宮

委
員
が
委
員
長
に
当
選
し
た
。

な
お
当
日
の
委
員
会
で
は
、
衆

議
院
議
員
選
挙
人
名
簿
の
脱
漏
者

か
ら
の
修
正
異
議
申
立
に
つ
い
て

も
審
理
が
行
わ
れ
、三
十
二
名
に

対
し
て
は
選
挙
権
あ
り
と
決
定
(

却
下
さ
れ
た
の
は
一
名
)
直
ち
に

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
。

従
つ
て
九
月
十
五
日
現
在
調
製

の
選
挙
人
名
簿
登
載
者
は
全
部
で

一
三
八
、
五
二
四
人
で
昨
年
度
よ

り
約
一
割
の
一
一
、
七
六
四
人
の

増
加
を
見
た
。

一
九
五
〇
年
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス

準
備
調
査
開
始

国
際
連
合
食
糧
、農
業
機
構
の

主
唱
す
る
一
九
五
〇
年
世
界
農
業

セ
ン
サ
ス
の
趣
旨
に
則
り
、
各
国

農
業
と
の
比
較
に
お
い
て
、
日
本

農
業
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
明
年
二
月
一
日
現

在
で
農
業
セ
ン
サ
ス
が
行
わ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
調
査
の
対
象
を
正

確
に
把
握
す
る
た
め
、
十
二
月
一

日
現
在
で
、
農
業
事
業
体
名
簿
の

作
成
が
各
調
査
員
の
手
で
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

事
業
体
名
簿
の
作
成
は
農
業
セ

ン
サ
ス
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
一
般
農
家
の
御
協
力
に

よ
り
、
完
全
な
名
簿
が
で
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
足
立

栄
え
あ
る
表
彰

十
一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の

佳
き
日
を
記
念
し
て
立
川
農
業
試
験

場
で
東
京
都
知
事
か
ら
左
の
四

氏
は
多
年
農
業
に
専
念
又
は
組
合

の
業
務
に
大
い
に
力
を
致
し
産
業

振
興
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
極
め
て

大
な
る
理
由
で
表
彰
さ
れ
た
。

東
栗
原
町
二
、二
二
一
　
西
野
市
郞

西
加
平
町
九
九
八
　
　
　
伊
藤
彦
七

加
賀
皿
沼
町
二
九
八
　
　新
井
金
光

足
立
農
業
協
同
組
合
　
　塩
坂
仲
利

東
京
都
生
業
資
金
貸
付
追

加
申
込
案
内

今
回
第
一
回
都
生
業
資
金
貸
付

申
込
の
追
加
分
と
し
て
申
込
書

を
受
付
い
た
し
ま
す
か
ら
第
一

回
の
申
込
期
間
中
に
申
込
用
紙

の
交
付
を
受
け
て
申
込
ま
れ
な

か
つ
た
者
又
は
申
込
み
の
相
談

に
来
ら
れ
た
際
申
込
用
紙
の
交

付
を
受
け
ら
れ
な
か
つ
た
者
は

左
記
に
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い

▲
　
申
込
場
所

常
東
、千
住
、千
住
新
橋
、

五
兵
衛
、
東
淵
江
、梅
田
、

沼
田
の
各
民
生
事
務
所
及

び
本
木
民
生
館

▲
　
申
込
期
間

十
二
月
九
日
か
ら
十
二
月

十
七
日
ま
で

区 議 会 日 誌
11 月24 日

教 育 委 員 会
( 1) 昭和二十四年度小学校復旧工事請負

入札経過報告について
( 2) 区立第二中学校独立校舎建設の請願

書について
( 3) 区立寺地小学校々庭拡張の陳情書につ

いて
( 4) 区立第十一中学校々舎並びに校庭修

理 促進の陳情書について
( 5) 区立第十一中学校増築の陳情書につ

いて
( 6) 千寿第六小学校便所増設の陳情につ

いて
11月25日

厚 生 、土 木 建 築 合 同 委 員 会

( 1) 屠場問題について
12 月2 日

厚 生 委 員 会
( 1) 保育園設置について

職 員慰 安 芸 能 大 会

十二月三日区では職員による慰安芸能大会が行われ、
素人のど自慢、日本舞踊、ハーモニカ独奏、劇、副引
等々盛り沢山のプログラムで半日を楽しく過した。

写真はオールドブラツクジヨウを合唱する婦人部有志
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〝
天
晴
れ
区
立
三
中
〟

区

長

か
ら

賞

状

全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
東
日
本
大
会
に
入
賞

毎
日
新
聞
社
主
催
、
日
本
放
送
協

会
後
援
の
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
東
日
本
大
会
の
予
選
は
去

る
九
月
二
十
五
日
九
段
高
校
で
二

十
四
校
参
加
の
下
に
開
催
、
我
が

足
立
区
か
ら
は
区
立
三
中
が
出
馬

し
、
他
の
七
校
と
共
に
堂
々
予
選

を
パ
ス
、
十
月
三
十
日
中
大
講
堂

で
行
わ
れ
た
本
選
に
臨
み
見
事
第

三
位
を
獲
得
し
た
。

な
お
十
一
月
二
十
九
日
に
は
足
立

区
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ
斯
道
に

対
す
る
熱
意
と
努
力
が
賞
讃
さ
れ

た
。

▼
▼
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
入
選
し
て
▼
▼

区
立
三
中
教
諭
　
今
里
保
三

今
回
は
皆
粒
よ
り
の
有
名
校
ば
か

り
な
の
で
自
信
た
つ
ぷ
り
の
演
奏

寸
分
の
す
き
も
な
い
研
究
と
練
習

が
し
の
ば
れ
甲
乙
の
な
い
立
派
な

熱
演
で
生
徒
の
態
度
も
仲
々
し
つ

か
り
し
て
い
ま
し
た
。

課
題
曲
は
三
部
合
唱
「
妹
に
」
(

深
尾
須
磨
子
詞
　
ス
コ
ツ
ト
曲
)

で
本
校
で
は
自
由
曲
と
し
て
三
部

合
唱
「
ペ
チ
カ
」
(
北
原
白
秋
詞

山
田
耕
作
曲
)
を
演
奏
。

あ
く
ま
で
学
習
の
一
部
門
と
し
て

の
研
究
発
表
の
意
味
で
参
加
し
ま

し
た
。

音
楽
を
音
楽
と
し
て
演
奏
す
る
積

り
で
あ
つ
て
も
競
演
に
な
る
と
生

徒
の
意
識
も
高
調
し
て
幾
分
堅
く

な
つ
た
よ
う
で
す
。

幸
い
第
三
位
に
入
選
し
ま
し
た
が

実
は
本
当
の
研
究
は
こ
れ
か
ら
で

音
楽
教
育
の
難
し
さ
に
〝
道
遠
し
〟

の
感
を
も
つ
て
い
ま
す
。

然
し
生
徒
達
の
受
け
た
刺
戟
は
大

き
い
も
の
が
あ
つ
た
よ
う
で
す
。

私
の
予
想
外
に
感
激
し
て
い
る

の
は
区
内
一
般
か
ら
広
く
注
目
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
、
激
励
や
祝
辞

を
賜
わ
り
吾
が
こ
と
の
よ
う
に
喜

ん
で
戴
い
た
こ
と
を
本
紙
上
を
通

じ
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

= 東 淵 江=

腕
自
慢
農
産
物

品

評

会

淵
江
実
践
郷
増
産
部
で
は
品
種
の

改
良
増
産
技
術
の
向
上
を
図
る
為

淵
江
管
内
全
農
家
の
出
品
を
得
て

十
一
月
二
十
九
日
第
十
六
出
張
所

会
議
室
で
足
立
農
業
協
同
組
合
、

足
立
区
役
所
賛
助
の
も
と
に
農
産

物
品
評
会
を
催
し
た
。
当
日
は
都

区
関
係
者
の
参
観
激
励
も
あ
り
近

来
の
盛
事
で
真
に
有
意
義
な
る
催

で
あ
つ
た

な
お
特
等
二
、
一
等
三
、
二
等

一
〇
、
三
等
三
〇
名
に
対
し
足
立

区
長
及
び
平
田
委
員
長
か
ら
賞
状

賞
品
が
授
与
さ
れ
た

尊
し
!

共
同
募
金
の
成
果

目
標
額
の
八
四
%
を
上
廻
る

本
年
度
の
共
同
募
金
運
動
は
去
る

十
月
一
日
か
ら
一
ケ
月
間
全
国
一

斉
に
展
開
さ
れ
街
行
く
人
々
の
胸

を
赤
い
羽
根
で
飾
つ
た
が
、
こ
の

程
足
立
区
の
募
金
総
額
が
判
明
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
十
月
二
十
日

現
在
で
は
六
二
七
、
〇
七
七
円
五

〇
践
で
本
区
目
標
額
の
二
六
%
で

あ
つ
た
が
そ
の
後
協
力
員
の
献
身

的
な
努
力
と
区
民
の
温
い
協
力
が

実
つ
て
目
標
額
の
八
四
%
を
上
廻
る

一
、
九
九
四
、
九
二
九
円
と
い

う
予
想
以
上
の
好
成
績
を
示
し
て

終
了
し
た
。
な
お
こ
の
金
額
は
昨

年
度
の
募
金
総
額
よ
り
四
二
四
、

五
四
五
円
の
増
加
と
な
つ
て
い
る

(
共
同
募
金
足
立
区
協
力
会
)

年

末

年

頭

の

執

務

時

間

区
役
所
及
び
支
所
、
各
出
張
所
は

通
常
二
十
九
日
か
ら
休
み
に
な
り

ま
す
が
、
区
民
の
皆
様
の
便
宜
の

た
め
三
十
日
ま
で
は
窓
口
事
務
を

取
扱
い
一
月
は
四
日
か
ら
平
常
通

り
執
務
致
し
ま
す
。
な
お
休
日
で

も
緊
急
を
要
す
る
事
務
(
死
亡
届

、
埋
葬
認
可
書
、
伝
染
病
等
)
は

区
役
所
、
支
所
、
宿
直
員
が
処
理

致
し
ま
す

開

運

の

チ

ャ

ン

ス

ラ

ツ

キ

ー

セ

ブ

ン

お
な
じ
み
の
〝
幸
運
の
定
額
貯
金
〟

は
新
春
に
喜
ば
れ
る
贈
物
を
揃

え
て
、た
だ
今
第
七
回
を
売
り
出

し
中
で
す
。あ
な
た
の
い
ま
欲
し

い
物
が
当
り
、よ
い
運
が
開
け
ま

す
よ
う
い
ま
す
ぐ
お
申
込
み
下
さ

い
。
〝
幸
運
の
定
額
貯
金
〟
は
一

口
五
百
円
で
元
金
は
一
年
た
て
ば

何
時
で
も
払
い
戻
し
が
で
き
、
空

く
じ
な
し
で
賞
金
や
賞
品
が
当
り

、
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん

。

幸
運
は
ど
な
た
に
開
け
ま
す
か
御

近
所
の
郵
便
局
に
早
速
御
申
込
み

に
な
つ
て
た
の
し
い
新
年
を
迎
え
ま
し
よ
う
。

一
等

甲
　

拾
万
円

〃
〃
乙
　

オ

ー
バ
地

一
着
分

二
等
甲
　

壱
万
円

〃
　

乙
　

ど
ん
す
地

布
団
上
下
一
組

〃
　

丙
　

毛
織
ジ
ャ
ン

バ
ー

(
空
く
じ
な
し
)

申
込
期
間
　

本
年
十
二
月
末

抽
せ
ん
　
　

来
年
一
月
二
十
八
日

賞
金

、
賞
品
の
支
払
は
二
月
十
目

か
ら
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淵
江
郷
今
昔
の
こ
と

一
沿
革
の
こ
と

古
書
に
よ
れ
ば
足
立
区
=
南
足
立

郡
=
は
「
天
正
十
八
年
七
月
小
田

原
陥
り
徳
川
氏
入
府
す
る
や
本
郡

内
は
淵
江
領
な
る
名
の
下
に
幕
府

の
直
轄
と
な
り
郡
代
伊
奈
氏
の
治

を
受
け
た
り
云
々
」
。
又
曰
く
「
大

同
年
間
山
城
国
人
八
名
此
地
に
来

住
し
木
に
よ
り
て
堤
を
築
き
て
土

地
の
開
拓
を
と
げ
茲
に
一
部
落
を

な
す
に
到
り
し
か
ば
保
木
間
の
名

を
う
る
に
至
り
と
云
ふ
云
々
」
そ

の
後
明
治
の
新
政
と
な
る
や
同
二

年
小
菅
県
の
所
轄
と
な
り
同
四
年

東
京
府
の
所
轄
と
な
り
同
十
一
年

十
一
月
に
至
り
て
南
足
立
郡
に
属

し
た
。
次
い
で
明
治
廿
二
年
市
町

村
制
の
実
施
せ
ら
る
る
や
保
木

間
、
伊
興
、
竹
塚
、
六
月
の
四
ケ

村
を
併
合
し
て
一
村
と
な
し
旧

領
名
を
襲
用
し
て
淵
江
村
と
称

し
た
。
伊
興
村
の
分
離
し
た
の
は

明
治
二
十
五
年
で
あ
る
。
な
お
そ

れ
か
ら
保
木
間
、
竹
塚
、
六
月
の

三
字
で
一
村
と
な
り
、
更
に
昭
和

七
年
市
郡
併
合
に
よ
り
こ
れ
等

の
字
は
各
々
町
と
な
り
淵
江
の

名
称
は
解
消
と
な
つ
た
。
な
お
左

記
に
よ
れ
ば
現
在
の
梅
田
町
が
往

昔
淵
江
村
と
称
え
た
こ
と
は
興
味

深
い
こ
と
で
あ
る

二
、
淵
江
の
概
況
の
こ
と

(
イ
)
位
置
、
足
立
区
の
最
北
端
で

毛
長
堀
で
埼
玉
県
北
足
立
郡
に

堺
し
面
積
四
、
四
七
四
方
粁
、

即
ち
首
都
の
北
の
護
り
と
し
て

陸
羽
街
道
水
神
橋
の
検
問
所
は
闇

物
質
搬
入
の
摘
発
其
他
経
済
刑
事

上
の
関
所
と
し
て
戦
後
の
我
国
再

建
に
直
接
間
接
に
重
要
な
役
割
を

果
し
つ
つ
あ
る
は
周
知
の
通
り
で

あ
る

(
ロ
)
区
画
戸
口
、前
述
の
如
く
保

木
間
竹
塚
六
月
の
各
町
か
ら
な
る

同
戸
数
人
口
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す

る
に年

度
　
　
　
　
　
戸
数
　
　
　
　
人
口

大
正
十
五
年
三
月
　

四
四
八
　
　
　
三
、三
一
四

昭
和
七
年
十
月
　
　
五
二
九
　
　
　
三
、二
六
〇

昭
和
二
二
年
四
月
　
一
、〇
九
八
　
五
、三
三
一

昭
和
二
四
年
十
月
　
一
、四
〇
九
　
六
、七
六八

に
し
て
殊
に
終
戦
後
の
保
木
間
町

の
戸
数
の
増
加
は
見
る
べ
き
も
の

が
あ
る
。
即
ち
都
営
住
宅
と
し
て

第
一
、
第
二
合
し
て
約
二
百
四
十

戸

、
同
胞

援

護
会
管

理
に

係

る
住

宅
約

三

十
五
戸

を
始

め
賑

や
か
な

鑿
の
音

は

如

実
に

発
展

を

物
語

つ

て

い
る

。
し

か

も
世
間

往

々
に
し

て

所
謂
新

開
地

は
新

旧

人
の

意
志

疏
通

を
欠

く

も

本
管

内
は

渾

然

一

体

と
な
り

理
想

郷

土
の

建
設

に
邁

進
し

て

い
る

(
ハ
)
産
業
、淵
江
は
元
和
の
昔
か

ら
農
耕
を
生
業
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
現
在
も
生
産
農
家
が
多
く

農
事
実
行
組
合
十
五
を
有
し
日
夜

増
産
に
懸
命
の
努
力
を
傾
注
し
水

稲
蔬
菜
の
産
出
最
も
多
く
戦
後
の

乏
し
き
我
が
国
食
糧
事
情
に
多
大

の
貢
献
を
し
て
い
る
事
は
心
強
き

次
第
で
あ
る
。重
工
業
方
面
又
漸

次
発
展
の
途
上
に
在
り
多
数
の
有

力
会
社
事
業
場
が
あ
る

(
ニ
)
政
治
、
文
化
、
旧
蹟
等
　
明

治
廿
二
年
市
町
村
制
実
施
当
時
の
增

田
梅
藏
初
代
村
長
か
ら
坂
田
新

之
助
最
終
村
長
ま
で
十
五
代
で
市

郡
併
合
と
な
り
、
小
学
校
は
現
在

の
中
村
珍
夫
校
長
で
第
十
三
代
で

あ
る
大
正
十
五
年
に
当
時
と
し
て

は
画
期
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

校
舎
を
建
築
し
今
な
お
本
区
内
唯

一
の
校
舎
で
あ
る
。
他
に
郡
会
議

員
も
多
数
送
り
出
し
て
い
る
因
み

に
大
正
十
二

年
度
の
歳
入
出
予
算

が
金
壱
万
七
千
四

百
六
十
五
円
、

昭

和
七
年
度
に
は
三
万

六
千
四

百

五
十
三
円
で
あ
り
誠
に
今
昔
の
感

に
堪
え
な
い
。淵
江
の
郷
は
そ
の

昔
か
ら
信
仰
心
厚
く
為
に
各
字
に

鎮
守
社
の
あ
る
は
勿
論
十
余
カ
寺

を
有
し
そ
の
殆
ん
ど
が
真
言
宗
に

属
し
各
寺
院
か
ら
も
れ
る
御
詠
歌

、和
讃
、念
仏
、の
声
は
租
先
を
回

向
し
て
余
り
あ
り
知
足
感
謝
の
潤

に
満
ち
幽
玄
の
境
に
逍
遥
す
る
の

感
一
入
深
き
も
の
が
あ
る

当
所
は
そ
の
昔
八
幡
太
郞
義
家
奥

州
下
向
の
砌
り
そ
の
因
縁
深
く
古

記
に
よ
れ
ば
若
宮
、
水
神
、
炎
天

寺
等
の
由
来
は
こ
の
時
に
起
つ

た
。
即
ち

若
宮
=
義
家
を
祀
る

水
神
=
保
木
間
に
在
り
昔
義
家
愛

馬
の
口
を
洗
い
清
め
た

炎
天
寺
=
「六
月
に
あ
り
義
家
奥

州
に
下
向
の
時
野
武
士
、道
を

遮
り
て
此
れ
を
阻
止
す
頃
し
も
六

月
の
炎
暑
に
あ
た
り
軍
勢
い
た
く

労
れ
て
戦
い
に
苦
し
め
り
、義
家

鶴
岡
八
幡
に
祈
誓
し
日
を
背
後
に

し
て
戦
ひ
し
に
野
武
土
等
向
つ
て

眼
眩
み
斃
る
る
も
の
多
く
義
家
大

勝
を
得
た
り
し
か
ば
八
幡
神
社
を

茲
に
勧
請
し
其
の
別
当
を
炎
天
寺

と
称
し
村
名
を
六
月
と
呼
べ
り
と

伝
ふ
云
々
」
更
に
曰
く
「村
民
の

気
風
は
概
ね
素
朴
敦
厚
に
し
て
専

心
生
業
に
勤
勉
な
り
、一
般
に
富

裕
に
し
て
自
活
の
産
を
擁
し
他

に
依
頼
す
る
の
要
を
見
ず
さ
れ
ば

自
我
心
強
き
も
独
立
自
営
の
精
神

亦
強
く
勤
倹
貯
蓄
の
心
愈
固
し
又

一
面
に
は
保
守
の
観
念
強
く
向
上

求
知
の
念
乏
し
き
傾
向
な
き
に
あ

ら
ず
、
人
性
温
和
に
し
て
飲
酒
喫

煙
法
律
を
紊
す
の
風
俗
割
合
に
少

く
夜
遊
び
喧
嘩
口
論
等
極
め
て
稀

な
り
云
々
」
以
つ
て
そ
の
一
端
を

知
る
に
足
る

三
、
結
び
の
こ
と

以
上
が
淵
江
の
今
昔
の
概
況
で

あ
る
。実
に
桑
海
の
変
を
経
て
愈

隆
盛
、人
情
風
俗
前
述
の
通
り
で

あ
り
未
だ
に
此
の
淳
風
亡
び
ず
為

に
諸
事
他
に
範
た
る
の
故
を
以
つ

て
東
京
都
は
淵
江
郷
を
都
内
第
二

位
の
理
想
郷
土
と
し
て
昭
和
廿
四

年
二
月
十
七
日
付
で
新
生
活
と
貯

蓄
の
実
践
郷
に
指
定
せ
る
は
蓋
し

宣
な
り
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。爾

来
平
田
委
員
長
を
中
心
と
し
管
内

の
有
識
者
を
網
羅
し
て
円
満
な
る

運
営
の
下
躍
進
途
上
に
あ
る
足
立

区
の
為
将
又
租
国
再
建
の
為
に
日

夜
最
大
の
努
力
を
為
し
つ
つ
あ
る

淵
江
実
践
郷
の
隆
盛
を
祈
る
や
切

で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　(

藤
田
祐
幸)


